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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給電圧源と、複数のパネルの各々に多数設置されたデータラインを駆動させるための
データドライバーと、前記データドライバーでデータに対応する画素電圧を生成すること
ができるように多数の電圧レベルのガンマ電圧を生成するガンマ電圧生成部と、前記ガン
マ電圧生成部と供給電圧源との間に設置されて供給電圧源の電圧値を調節して前記ガンマ
電圧生成部へ供給するために、前記パネルの画素内の駆動用薄膜トランジスタのしきい電
圧を補償するためのしきい電圧補償部とを具備することを特徴とするエレクトロ・ルミネ
センス表示装置。
【請求項２】
　前記パネルは、マトリックス形態に配置されたエレクトロ・ルミネセンスセルを具備し
、前記駆動用薄膜トランジスタは前記供給電圧源の電圧値から前記画素電圧値及び自己の
しきい電圧値を差し引いた電圧値に対応する電流を前記エレクトロ・ルミネセンスセルに
供給することを特徴とする請求項１記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項３】
　前記しきい電圧補償部は、前記供給電圧源の電圧値を低くして前記ガンマ電圧生成部へ
供給することを特徴とする請求項２記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項４】
　前記しきい電圧補償部は、前記供給電圧源の電圧値から前記駆動用薄膜トランジスタの
しきい電圧を差し引いた電圧値を前記ガンマ電圧生成部へ供給して、前記ガンマ電圧生成
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部は、前記供給電圧源の電圧値から前記駆動用薄膜トランジスタのしきい電圧を差し引い
た電圧値を分圧して多数のガンマ電圧を生成することを特徴とする請求項３記載のエレク
トロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項５】
　前記しきい電圧補償部は、少なくとも一つ以上のしきい電圧補償用薄膜トランジスタを
具備することを特徴とする請求項３記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項６】
　前記しきい電圧補償用薄膜トランジスタのソース電極は前記供給電圧源に接続されてお
り、ドレイン電極及びゲート電極は前記ガンマ電圧生成部に接続されることを特徴とする
請求項５記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項７】
　前記しきい電圧補償用薄膜トランジスタのしきい電圧は、自己が設置されたパネルの駆
動用薄膜トランジスタのしきい電圧と同一に設定されることを特徴とする請求項５記載の
エレクトロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項８】
　前記ガンマ電圧生成部は、少なくとも一つ以上の赤色のエレクトロ・ルミネセンスセル
へ供給されるガンマ電圧を生成する赤色ガンマ電圧供給部と、少なくとも一つ以上の緑色
のエレクトロ・ルミネセンスセルへ供給されるガンマ電圧を生成する緑色ガンマ電圧供給
部と、少なくとも一つ以上の青色のエレクトロ・ルミネセンスセルへ供給されるガンマ電
圧を生成する青色ガンマ電圧供給部とを具備することを特徴とする請求項５記載のエレク
トロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項９】
　前記しきい電圧補償部は、前記赤色ガンマ電圧供給部、緑色ガンマ電圧供給部及び青色
ガンマ電圧供給部に対応するように、３個のしきい電圧補償用薄膜トランジスタを具備す
ることを特徴とする請求項８記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項１０】
　前記パネルに設置されて前記画素電圧の値が前記駆動用薄膜トランジスタに供給される
ように制御するスキャンドライバーと、前記スキャンドライバーと前記パネルを接続させ
るためのスキャンテープキャリアパッケージと、前記データドライバーと前記パネルを接
続させるためのデータテープキャリアパッケージとを具備することを特徴とする請求項１
記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項１１】
　前記しきい電圧補償部は、前記スキャンテープキャリアパッケージ及びデータテープキ
ャリアパッケージの中のいずれか一つを経由して前記ガンマ電圧生成部に接続されること
を特徴とする請求項１０記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置。
【請求項１２】
　前記しきい電圧補償部と前記ガンマ電圧生成部を接続させるための可溶性印刷回路(FPC
)をさらに具備することを特徴とする請求項１記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置
。
【請求項１３】
　複数のパネルに電源電圧制御回路をそれぞれ設置する段階と、前記複数の電源電圧制御
回路のそれぞれに共通の電源電圧を入力する段階と、前記電源電圧制御回路のそれぞれに
おいて前記共通の電源電圧を前記パネルのそれぞれに固有な薄膜トランジスタ特性に応じ
て異なるように調整する段階と、前記調整された電圧を利用して前記パネル内でガンマ電
圧を発生する段階とを含むことを特徴とするエレクトロ・ルミネセンス表示装置の駆動方
法。
【請求項１４】
　前記電源電圧制御回路は、前記電源電圧の電圧値を低くすることを特徴とする請求項１
３記載のエレクトロ・ルミネセンス表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
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　前記電源電圧制御回路は、自己が設置されたパネルの前記薄膜トランジスタのしきい電
圧だけ前記電源電圧の電圧値を低くすることを特徴とする請求項１４記載のエレクトロ・
ルミネセンス表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はエレクトロ・ルミネセンス表示装置及びその駆動方法に関わり、特に、パネル
間の輝度不均一を補償できるようにしたエレクトロ・ルミネセンス表示装置及びその駆動
方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管(Cathode Ray Tube)の短所である重さと容積を減らすことができる各種
フラット表示装置が開発されている。このようなフラット表示装置には、液晶表示装置(L
iquid Crystal Display：LCD)、電界放出表示装置(Field Emission Display：FED)、プラ
ズマディスプレイパネル(Plasma Display Panel：PDP)及びエレクトロ・ルミネセンス(El
ectro-luminescence：以下“EL”と言う)表示装置などがある。
【０００３】
　これらの中でEL表示装置は、電子と正孔の再結合で蛍光体を発光させる自発光素子で、
その蛍光体で無機化合物を使用する無機ELと有機化合物を使用する有機ELに大別される。
このようなEL表示装置は低電圧駆動、自己発光、薄膜型、広い視野角、速い応答速度、高
いコントラストなどの多くの長所を持っていて次世代表示装置として期待されている。
【０００４】
　有機EL素子は通常、陰極と陽極の間に積層された電子注入層、電子輸送層、発光層、正
孔輸送層、正孔注入層で構成される。このような有機EL素子では陽極と陰極の間に所定の
電圧を印可する場合、陽極から発生された電子が電子注入層及び電子輸送層を通して発光
層の方に移動して、両極から発生された正孔が正孔注入層及び正孔輸送層を通して発光層
の方に移動する。これにより、発光層では電子輸送層と正孔輸送層から供給された電子と
正孔が再結合するにより光を放出する。
【０００５】
　このような有機EL素子を利用するアクティブ・マトリックスEL表示装置は、図１に図示
したようにスキャンライン(SL)とデータライン(DL)の交差部に定義された領域にそれぞれ
配列された画素(２８)を具備するELパネル(２０)と、ELパネル(２０)のスキャンライン(S
L)を駆動するスキャンドライバー(２２)と、ELパネル(２０)のデータライン(DL)を駆動す
るデータドライバー(２４)と、データドライバー(２４)に多数のガンマ電圧を供給するガ
ンマ電圧生成部(２６)とを具備する。
【０００６】
　スキャンドライバー(２２)は、スキャンライン(SL)にスキャンパルスを供給してスキャ
ンライン(SL)を順次的に駆動する。
【０００７】
　データドライバー(２４)は、外部から入力されたデジタルデータ信号をガンマ電圧生成
部(２６)からのガンマ電圧を利用してアナログデータ信号に変換する。そして、データド
ライバー(２４)は、アナログデータ信号をスキャンパルスが供給される度にデータライン
(DL)に供給する。
【０００８】
　画素(２８)のそれぞれは、スキャンライン(SL)にスキャンパルスが供給される際にデー
タライン(DL)からのデータ信号を供給されて、そのデータ信号に相応する光を発生する。
【０００９】
　このために、画素(２８)のそれぞれは図２に図示したように、基底電圧源(GND)に陰極
が接続されたELセル(0EL)と、スキャンライン(SL)、データライン(DL)及び供給電圧源(VD
D)に接続されてELセル(OEL)の陽極に接続された、そのELセル(OEL)を駆動するためのセル
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駆動部(３０)とを具備する。
【００１０】
　セル駆動部(３０)は、スキャンライン(SL)にゲート端子が、データライン(DL)にソース
端子が、そして第１ノード(N１)にドレイン端子がそれぞれ接続されたスイッチング用薄
膜トランジスタ(T１)と、第１ノード(N１)にゲート端子が、供給電圧源(VDD)にソース端
子が、そしてELセル(EL)にドレイン端子がそれぞれ接続された駆動用薄膜トランジスタ(T
２)と、供給電圧源(VDD)と第１ノード(N１)の間に接続されたキャパシタ(C)とを具備する
。
【００１１】
　スイッチング用薄膜トランジスタ(T１)は、スキャンライン(SL)にスキャンパルスが供
給されるとターン・オンされてデータライン(DL)に供給されたデータ信号を第１ノード(N
１)に供給する。第１ノード(N１)に供給されたデータ信号はキャパシタ(C)に充電される
と同時に駆動用薄膜トランジスタ(T２)のゲート端子に供給される。駆動用薄膜トランジ
スタ(T２)は、ゲート端子に供給されるデータ信号に応答して供給電圧源(VDD)からELセル
(OEL)に供給される電流量(I)を制御することでELセル(OEL)の発光量を調節する。そして
、スイッチング用薄膜トランジスタ(T１)がターン・オフされてもキャパシタ(C)でデータ
信号が放電するので、駆動用薄膜トランジスタ(T２)は、次のフレームのデータ信号が供
給されるまで供給電圧源(VDD)からの電流(I)をELセル(OEL)に供給してELセル(OEL)が発光
を維持する。
【００１２】
　このように、従来のEL表示装置は、入力データ信号に比例する電流信号をELセル(OEL)
のそれぞれに供給して、そのELセル(OEL)を発光させることにより画像を表示する。ここ
で、ELセル(OEL)は、カラー具現のために赤色(以下、Rと言う)の蛍光体を持つRセル(OEL)
と、緑色の(以下、Gと言う)蛍光体を持つGセル(OEL)と、青色の(以下、Bと言う)蛍光体を
持つBセル(OEL)とで構成される。そして、３個のR、G、Bセル(OEL)を組み合わせて１画素
に対するカラーを具現する。ここで、R、G、B蛍光体のそれぞれは互いに異なる発光效率
を持っている。言いかえれば、R、G、Bセル(OEL)に同一なレベルのデータ信号を供給する
場合、そのR、G、Bセル(OEL)の輝度レベルは互いに異なる。これにより、R、G、Bセルの
ホワイトバランス(White Balance)のために、R、G、B別に同一輝度対比ガンマ電圧を互い
に異なるように設定している。したがって、データドライバー(２４)にガンマ電圧を供給
するガンマ電圧生成部(２６)は、R、G、B別に互いに異なるガンマ電圧を発生する供給部
を具備する。
【００１３】
　図３は従来のガンマ電圧生成部(２６)の詳細回路構成を示す図面である。図３ではR、G
、Bセルの中のいずれか一つにガンマ電圧を供給する供給部だけを図示することにする。
【００１４】
　図３を参照すると、従来のガンマ電圧生成部(２６)に含まれた供給部(R供給部、G供給
部またはB供給部)は、互いに異なる明るさのデータに対応するようにn個(nは自然数)のガ
ンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生成する。このために、供給部は供給電圧源(VDD)と基
底電圧源(GND)の間に接続された抵抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、
...、(R２n-１,R２n))を具備する。それぞれの抵抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)
、(R７,R８)、...、(R２n-１,R２n))は、互いに並列に接続されて供給電圧源(VDD)の電圧
値を分圧してガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生成する。
【００１５】
　このような供給部は、n個の抵抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、..
.、(R２n-１,R２n))を利用してn個のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生成して、生成
されたガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)をデータドライバー(２４)に供給する。ここで、
それぞれの抵抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、...、(R２n-１,R２n)
)で生成されたガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)はアンプ(３１乃至３５)でノイズが除去
された後、データドライバー(２４)に供給される。データドライバー(２４)は、外部から
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入力されたデジタルデータ信号を多数のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)の中からいずれ
か一つのガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を利用してアナログデータ信号に変換して、変
換されたアナログデータ信号をデータライン(DL)に供給することによりELパネル(２０)で
所定の画像が表示されるようにする。
【００１６】
　図４は従来の他の実施例に係るガンマ電圧生成部(２６)の詳細回路構成を示す図面であ
る。図４では、R、G、Bセルの中のいずれか一つについてガンマ電圧を供給する供給部だ
けを図示する事にする。
【００１７】
　図４を参照すると、従来の他の実施例に係るガンマ電圧生成部(２６)に含まれた供給部
(R供給部、G供給部またはB供給部)は、互いに異なる明るさのデータに対応するようにn個
(nは自然数)のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生成する。このために、供給部は供給
電圧源(VDD)と基底電圧源(GND)の間に直列接続されたn+１個の抵抗(R１１、R１２、R１３
、R１４、...、R１n+１)を具備する。
【００１８】
　このような供給部は、抵抗(R)の間でn個のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生成して
、生成されたガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)をデータドライバー(２４)に供給する。デ
ータドライバー(２４)は多数のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)の中から入力されたデジ
タルデータ信号に対応するガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を利用してアナログデータ信
号を生成して、生成されたアナログデータ信号をスキャン信号に同期するようにデータラ
イン(DL)に供給することでELパネル(２０)で所定の画像が表示される。
【００１９】
　このような従来のEL表示装置でELセル(OEL)に流れる電流量(I)は、駆動用薄膜トランジ
スタ(T２)のゲート電圧(すなわち、アナログデータ信号)により決定される。しかし、実
際的に駆動用薄膜トランジスタ(T２)に流れる電流量(I)は、駆動用薄膜トランジスタ(T２
)のしきい電圧により影響を受ける。言いかえれば、供給電圧源(VDD)の電圧値と駆動用薄
膜トランジスタ(T２)のゲート電圧値の電圧差が駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電
圧(Vth)以上の際に、駆動用薄膜トランジスタ(T２)がターン・オンされる。したがって、
駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電圧(Vth)をすべてのELパネル(２０)で一定となる
ように維持させればパネル間の輝度不均一が発生しない。
【００２０】
　しかし、実際的に駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電圧(Vth)は工程条件の差によ
り少しずつ変動する。言いかえれば、ELパネル(２０)ごとに駆動用薄膜トランジスタ(T２
)のしきい電圧が相異する。このように駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電圧が相異
するとパネル間の輝度不均一現象が発生する。
【００２１】
　これを詳細に説明すると、図示しない第１パネルで駆動用薄膜トランジスタ(T２)のし
きい電圧(Vth)が０．７Vであり、図示しない第２パネルで駆動用薄膜トランジスタ(T２)
のしきい電圧(Vth)が０．３Vであると仮定する(VDD=１０Vだと仮定)。以後、特定階調を
表現するために駆動用薄膜トランジスタ(T２)に９．５Vの電圧が供給されたら、第２パネ
ルでは所定映像が表示されて(すなわち、しきい電圧以上の電圧差が発生)、第１パネルで
は映像が表示されない(すなわち、しきい電圧以下の電圧差が発生)。したがって、従来に
は駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電圧(Vth)差によりパネル間の輝度不均一現象が
発生する問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　従って、本発明の目的は、パネル間の輝度不均一を補償するようにしたエレクトロ・ル
ミネセンス表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【００２３】
　前記目的を達成するために、本発明のエレクトロ・ルミネセンス表示装置は、供給電圧
源と、パネルに多数設置されたデータラインを駆動させるためのデータドライバーと、前
記データドライバーでデータに対応する画素電圧を生成することができるように多数の電
圧レベルのガンマ電圧を生成するガンマ電圧生成部と、前記ガンマ電圧生成部と供給電圧
源との間に設置されて供給電圧源の電圧値を調節して前記ガンマ電圧生成部へ供給するた
めのしきい電圧補償部とを具備する。
【００２４】
　前記パネルのそれぞれは、マトリックス形態に配置されたエレクトロ・ルミネセンスセ
ルと、前記供給電圧源の電圧値から前記画素電圧値及び自己のしきい電圧値を差し引いた
電圧値に対応する電流を前記エレクトロ・ルミネセンスセルに供給するための駆動用薄膜
トランジスタを具備する。
【００２５】
　前記しきい電圧補償部は、前記供給電圧源の電圧値を低くし前記ガンマ電圧生成部へ供
給する。
【００２６】
　前記しきい電圧補償部は、前記供給電圧源の電圧値から前記駆動用薄膜トランジスタの
しきい電圧を差し引いた電圧値を前記ガンマ電圧生成部へ供給して、前記ガンマ電圧生成
部は、前記供給電圧源の電圧値から前記駆動用薄膜トランジスタのしきい電圧を差し引い
た電圧値を分圧して多数のガンマ電圧を生成する。
【００２７】
　前記しきい電圧補償部は、少なくとも一つ以上のしきい電圧補償用薄膜トランジスタを
具備する。
【００２８】
　前記しきい電圧補償用薄膜トランジスタのソース電極は前記供給電圧源に接続されてお
り、ドレイン電極及びゲート電極は前記ガンマ電圧生成部に接続される。
【００２９】
　前記しきい電圧補償用薄膜トランジスタのしきい電圧は、自己が設置されたパネルの駆
動用薄膜トランジスタのしきい電圧と同一に設定される。
【００３０】
　前記ガンマ電圧生成部は、少なくとも一つ以上の赤色のエレクトロ・ルミネセンスセル
へ供給されるガンマ電圧を生成する赤色ガンマ電圧供給部と、少なくとも一つ以上の緑色
エレクトロ・ルミネセンスセルへ供給されるガンマ電圧を生成する緑色のガンマ電圧供給
部と、少なくとも一つ以上の青色のエレクトロ・ルミネセンスセルへ供給されるガンマ電
圧を生成する青色ガンマ電圧供給部とを具備する。
【００３１】
　前記しきい電圧補償部は、前記赤色ガンマ電圧供給部、緑色ガンマ電圧供給部及び青色
ガンマ電圧供給部に対応するように、３個のしきい電圧補償用薄膜トランジスタを具備す
る。
【００３２】
　前記多数のパネルのそれぞれに設置されて前記画素電圧の値が前記駆動用薄膜トランジ
スタに供給されるように制御するスキャンドライバーと、前記スキャンドライバーと前記
パネルを接続させるためのスキャンテープキャリアパッケージと、前記データドライバー
と前記パネルを接続させるためのデータテープキャリアパッケージとを具備する。
【００３３】
　前記しきい電圧補償部は、前記スキャンテープキャリアパッケージ及びデータテープキ
ャリアパッケージの中のいずれか一つを経由して前記ガンマ電圧生成部に接続される。
【００３４】
　前記しきい電圧補償部と前記ガンマ電圧生成部を接続させるための可撓性印刷回路(FPC
)をさらに具備する。
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【００３５】
　本発明のエレクトロ・ルミネセンス表示装置は、多数のパネルと、前記多数のパネルの
それぞれに設置されて外部からデータを入力されるデータドライバーと、前記データドラ
イバーのそれぞれに設置されて前記データドライバーで前記データに対応する画素電圧が
生成されることができるように供給電圧源の電圧値を多数の電圧レベルに分圧してガンマ
電圧を生成する赤色ガンマ電圧供給部、緑色ガンマ電圧供給部及び青色ガンマ電圧供給部
を具備して、前記それぞれの供給部は前記供給電圧源及び基底電圧源に直列に接続されて
前記供給電圧源の電圧値を分圧するための固定抵抗及び可変抵抗と、前記分圧された電圧
値を利用して前記多数のガンマ電圧を生成するために並列に接続された多数の抵抗対とを
具備する。
【００３６】
　前記可変抵抗の抵抗値は、前記多数のパネルすべてで均一な輝度を持つ映像を表示する
ことができるように設定される。
【００３７】
　前記パネルのそれぞれは、マトリックス形態に配置されたエレクトロ・ルミネセンスセ
ルと、前記エレクトロ・ルミネセンスセルへ前記画素電圧に対応する電流を供給するため
の駆動用薄膜トランジスタとを具備する。
【００３８】
　前記可変抵抗の抵抗値は、前記パネルごとに互いに相異する前記駆動用薄膜トランジス
タのしきい電圧を補償できるように設定される。
【００３９】
　本発明のエレクトロ・ルミネセンス表示装置の駆動方法は、多数のパネルに電源電圧制
御回路をそれぞれ設置する段階と、多数の電源電圧制御回路のそれぞれに共通の電源電圧
を入力する段階と、前記電源電圧制御回路のそれぞれにおいて前記共通の電源電圧を前記
パネルそれぞれに固有な薄膜トランジスタ特性に応じて異なるように調整する段階と、前
記調整された電圧を利用して前記パネル内でガンマ電圧を発生する段階とを含む。
【００４０】
　前記電源電圧制御回路は、前記電源電圧の電圧値を低くする。
【００４１】
　前記電源電圧制御回路は、自己が設置されたパネルの前記薄膜トランジスタのしきい電
圧だけ前記電源電圧の電圧値を低くする。
【００４２】
　本発明のエレクトロ・ルミネセンス表示装置の駆動方法は、多数のパネルにガンマ電圧
を生成するためのガンマ電圧生成部が設置される段階と、前記ガンマ電圧生成部のそれぞ
れに共通の電源電圧を入力する段階と、前記ガンマ電圧生成部で自己が設置された前記パ
ネルに固有な薄膜トランジスタの特性によりガンマ電圧を生成する段階を含む。
【００４３】
　前記多数のパネルにそれぞれ設置されたガンマ電圧生成部は、前記パネルのすべてに同
一なデータが供給された際、同一な輝度を持つ映像を表示することができるように前記ガ
ンマ電圧を生成する。
【００４４】
　本発明のエレクトロ・ルミネセンス表示装置は、多数のパネルと、前記多数のパネルの
それぞれに設置されて外部からデータを入力されるデータドライバーと、前記データドラ
イバーで前記データに対応する画素電圧を生成することができるように多数の電圧レベル
を持つガンマ電圧を供給するためのガンマ電圧生成部を具備しており、前記ガンマ電圧生
成部は、前記パネルで均一な輝度を持つ映像を表示することができるように前記データド
ライバーのそれぞれに互いに異なるガンマ電圧を供給する。
【００４５】
　前記ガンマ電圧生成部は少なくとも一つ以上の可変抵抗を具備する。
【００４６】
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　前記可変抵抗の抵抗値は、パネル偏差にかかわらず前記パネルで均一な輝度の映像を表
示することができるように設定される。
【００４７】
　前記ガンマ電圧供給部は、供給電圧源と基底電圧源のそれぞれに接続される第１固定抵
抗及び第２固定抵抗と、前記第１固定抵抗及び第２固定抵抗の間に多数設置される可変抵
抗とを具備する。
【００４８】
　前記可変抵抗の抵抗値は、パネル偏差にかかわらず前記パネルで均一な輝度の映像を表
示することができるように設定される。
【００４９】
　前記パネルのそれぞれは、マトリックス形態に配置されたエレクトロ・ルミネセンスセ
ルと、前記エレクトロ・ルミネセンスセルへ前記画素電圧に対応する電流を供給するため
の駆動用薄膜トランジスタとを具備する。
【００５０】
　前記可変抵抗の抵抗値は、パネルごとに互いに異なる前記駆動用薄膜トランジスタのし
きい電圧を補償できるように設定される。
【００５１】
　前記ガンマ電圧生成部は、赤色のエレクトロ・ルミネセンスセルに供給されるガンマ電
圧を生成する赤色ガンマ電圧供給部と、緑色のエレクトロ・ルミネセンスセルに供給され
るガンマ電圧を生成する緑色ガンマ電圧供給部と、青色のエレクトロ・ルミネセンスセル
に供給されるガンマ電圧を生成する青色ガンマ電圧供給部を具備する。
【００５２】
　本発明のエレクトロ・ルミネセンス表示装置の駆動方法は、パネルで均一な輝度を持つ
映像を表示することができるように、パネルのそれぞれに供給されるガンマ電圧の電圧レ
ベルを相異なるように設定する。
【００５３】
　前記パネルのそれぞれは、マトリックス形態に配置されたエレクトロ・ルミネセンスセ
ルと、エレクトロ・ルミネセンスセルへ画素電圧に対応される電流を供給するための駆動
用薄膜トランジスタとを具備しており、ガンマ電圧の電圧レベルは、パネルごとに相異す
る駆動用薄膜トランジスタのしきい電圧差を補償するように設定される。
【発明の効果】
【００５４】
　本発明に係るエレクトロ・ルミネセンス 表示装置及びその駆動方法によると、エレク
トロ・ルミネセンスパネルのそれぞれに設置された第２駆動用薄膜トランジスタのしきい
電圧値をガンマ電圧値を利用して補償して、これによりエレクトロ・ルミネセンスパネル
のそれぞれで均一な輝度を持つ映像を表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５５】
　前記目的以外の本発明の他の目的及び利点は、添付した図面を参照した本発明の好まし
い実施例についての詳細な説明を通して明らかになる。
【実施例】
【００５６】
　以下、発明の実施例を、添付した図５乃至図９を参照して詳しく説明する。
【００５７】
　図５は本発明の実施例に係るエレクトロ・ルミネセンス表示装置を示す図面である。
【００５８】
　図５を参照すると、本発明の実施例に係るEL表示装置は、スキャンライン(SL)とデータ
ライン(DL)の交差部に定義された領域にそれぞれ配列された画素(４８)を具備するELパネ
ル(４０)と、ELパネル(４０)のスキャンライン(SL)を駆動するスキャンドライバー(４２)
と、ELパネル(４０)のデータライン(DL)を駆動するデータドライバー(４４)と、データド
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ライバー(４４)に多数のガンマ電圧を供給するガンマ電圧生成部(４６)とを具備する。ま
た、本発明の実施例に係るEL表示装置は、ELパネル(４０)の一側端に形成されたしきい電
圧補償部(５０)を具備する。
【００５９】
　スキャンドライバー(４２)は、スキャンライン(SL)にスキャンパルスを供給してスキャ
ンライン(SL)を順次的に駆動させる。
【００６０】
　データドライバー(４４)は、外部から入力されたデジタルデータ信号をガンマ電圧生成
部(４６)からのガンマ電圧を利用してアナログデータ信号に変換する。そして、データド
ライバー(４４)は、アナログデータ信号をスキャンパルスが供給される度にデータライン
(DL)に供給する。
【００６１】
　画素(４８)のそれぞれは、スキャンライン(SL)にスキャンパルスが供給される際にデー
タライン(DL)からのアナログデータ信号を供給されて、そのデータ信号に相応する光を発
生する。
【００６２】
　このために、画素(４８)のそれぞれは図９に図示したように、基底電圧源(GND)に陰極
が接続されたELセル(0EL)と、スキャンライン(SL)、データライン(DL)及び供給電圧源(VD
D)に接続されてELセル(OEL)の陽極に接続された、そのELセル(OEL)を駆動するためのセル
駆動部(３０)とを具備する。
【００６３】
　セル駆動部(３０)は、スキャンライン(SL)にゲート端子が、データライン(DL)にソース
端子が、そして第１ノード(N１)にドレイン端子がそれぞれ接続されたスイッチング用薄
膜トランジスタ(T１)と、第１ノード(N１)にゲート端子が、供給電圧源(VDD)にソース端
子が、そしてELセル(EL)にドレイン端子がそれぞれ接続された駆動用薄膜トランジスタ(T
２)と、供給電圧源(VDD)と第１ノード(N１)の間に接続されたキャパシタ(C)とを具備する
。
【００６４】
　スイッチング用薄膜トランジスタ(T１)は、スキャンライン(SL)にスキャンパルスが供
給されるとターン・オンされてデータライン(DL)に供給されたデータ信号を第１ノード(N
１)に供給する。第１ノード(N１)に供給されたデータ信号は、キャパシタ(C)に充電され
ると同時に駆動用薄膜トランジスタ(T２)のゲート端子に供給される。駆動用薄膜トラン
ジスタ(T２)は、ゲート端子に供給されるデータ信号に応答して供給電圧源(VDD)からELセ
ル(OEL)に供給される電流量(I)を制御することでELセル(OEL)の発光量を調節する。そし
て、スイッチング用薄膜トランジスタ(T１)がターン・オフされてもキャパシタ(C)でデー
タ信号が放電するので、駆動用薄膜トランジスタ(T２)は次のフレームのデータ信号が供
給されるまで供給電圧源(VDD)からの電流(I)をELセル(OEL)に供給して、ELセル(OEL)が発
光を維持するようにする。
【００６５】
　しきい電圧補償部(５０)は、工程条件の差によりELパネル(４０)ごとに相異なるように
形成される駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電圧値を補償するために利用される。
このために、しきい電圧補償部(５０)は、供給電圧源(VDD)の電圧値から駆動用薄膜トラ
ンジスタ(T２)のしきい電圧値を差し引いた値の電圧(以下、“基準電圧”と言う)をガン
マ電圧生成部(４６)に供給する。ガンマ電圧生成部(４６)は、基準電圧を分圧して多数の
ガンマ電圧を生成して、生成されたガンマ電圧をデータドライバー(４４)に供給する。
【００６６】
　このようなしきい電圧補償部(５０)及びガンマ電圧生成部(４６)の動作過程を、図６を
参照して詳しく説明する事にする。
【００６７】
　図６は、本発明の実施例に係るガンマ電圧生成部(４６)及びしきい電圧補償部(５０)の
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詳細回路構成を示す図面である。実際に、ガンマ電圧生成部(４６)は、R、G、Bセルのそ
れぞれに対応するR、G、B供給部を具備する。図６では、このようなR、G、B供給部の中の
いずれか一つの構成だけを図示することにする。
【００６８】
　図６を参照すると、しきい電圧補償部(５０)は、しきい電圧補償薄膜トランジスタ(T３
)を具備する。しきい電圧補償薄膜トランジスタ(T３)のソース端子は供給電圧源(VDD)に
接続されており、ドレイン端子及びゲート端子は供給部に接続されている。このような、
しきい電圧補償薄膜トランジスタ(T３)は供給電圧源(VDD)の電圧値から自己のしきい電圧
値だけを差し引いた電圧値を供給部に供給する。
【００６９】
　ここで、しきい電圧補償薄膜トランジスタ(T３)は、自己が設置されたELパネル(４０)
の駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電圧と同一なしきい電圧値を持つ。言いかえれ
ば、それぞれのELパネル(４０)に形成されたしきい電圧補償薄膜トランジスタ(T３)と駆
動用薄膜トランジスタ(T２)とは、同一工程条件で形成されるので、同一のしきい電圧値
を持つ。一方、しきい電圧補償部(５０)は、R、G、B供給部に基準電圧が供給されること
ができるように、少なくとも一つ以上のしきい電圧補償薄膜トランジスタ(T３)を具備す
る。言いかえれば、しきい電圧補償部(５０)は、一つの補償薄膜トランジスタ(T３)から
差し引かれた基準電圧をR、G、B供給部に供給したり、供給部のそれぞれに対応するよう
に形成されたしきい電圧補償薄膜トランジスタ(T３)を利用して、R、G、B供給部に基準電
圧を供給することができる。
【００７０】
　供給部は、しきい電圧補償部(５０)から供給される基準電圧を分圧して、互いに異なる
明るさのデータに対応するようにn個(nは自然数)のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生
成する。このために供給部は、供給電圧源(VDD)と基底電圧源(GND) の間に接続された抵
抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、...、(R２n-１，R２n))を具備する
。それぞれの抵抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、...、(R２n-１，R
２n))は、互いに並列に接続されて供給電圧源(VDD)の電圧値を分圧してガンマ電圧(Gamma
１乃至Gamma n)を生成する。そして、供給部は、基準電圧を一定に維持するためのキャパ
シタ(C)と、基準電圧に含まれたノイズを除去するための第１アンプ(５２)とをさらに具
備する。
【００７１】
　このような供給部は、n個の抵抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、..
.、(R２n-１，R２n))を利用してn個のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生成して、生成
されたガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)をデータドライバー(４４)に供給する。ここで、
それぞれの抵抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、...、(R２n-１，R２n
))で生成されたガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)は第２アンプ(５４乃至６２)でノイズが
除去された後、データドライバー(４４)に供給される。データドライバー(４４)は、外部
から入力されたデータを多数のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)の中からいずれか一つの
ガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を利用してアナログデータ信号に変換して、変換された
アナログデータ信号をデータライン(DL)に供給することで、ELパネル(４０)で所定の画像
が表示されるようにする。
【００７２】
　このような本発明の実施例に係るガンマ電圧生成部(４６)の供給部は供給電圧源(VDD)
の電圧値から駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電圧値を差し引いた値、すなわち基
準電圧を利用してガンマ電圧を生成するので、多数のELパネル(４０)で均一な輝度を持つ
映像を表示することができる。
【００７３】
　これを図９と関連させて詳細に説明すると、図示しない第１パネルで駆動用薄膜トラン
ジスタ(T２)のしきい電圧(Vth)が０．７Vであり、図示しない第２パネルで駆動用薄膜ト
ランジスタ(T２)のしきい電圧(Vth)が０．３Vであると仮定する(VDD=１０Vと仮定)。ここ
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で、しきい電圧補償部(５０)により第１パネルの供給部に供給される第１基準電圧は９．
３Vに設定されて、第２パネルの供給部に供給される第２基準電圧は９．７Vに設定される
。
【００７４】
　第１基準電圧が第１パネルに供給される際に、第１パネルでは供給電圧源(VDD)と基準
電圧(９．３V)の電圧差が０．７V、すなわち、しきい電圧(Vth)の電圧差だけ電圧差が形
成される。同じく、第２基準電圧が第２パネルに供給される際に、第２パネルでは供給電
圧源(VDD)と基準電圧(９．７V)の電圧差０．３V、すなわち、しきい電圧(Vth)の電圧差だ
け電圧差が形成される。したがって、それぞれの第１パネル及び第２パネルでは同一映像
が表現される。
【００７５】
　言いかえれば、第１パネル及び第２パネルからVDD(１０V)の電圧が供給される際に、第
１パネル及び第２パネルのそれぞれの駆動用薄膜トランジスタ(T２)でしきい電圧(Vth)に
あたる電圧差が形成されるので、それぞれの駆動用薄膜トランジスタ(T２)には同一電流
が流れる。したがって、第１パネル及び第２パネルでは、駆動用薄膜トランジスタ(T２)
のしきい電圧(Vth)の差と関係なく同一輝度を持つ映像が表現される。
【００７６】
　例えば、第１パネルに４．３Vのガンマ電圧が供給される際に、第１パネルの駆動用薄
膜トランジスタ(T２)のゲート端子には４．３V+０．７V=５Vの電圧値が印加される。この
際、ELセル(OEL)には５Vの電圧差(VDD-５V)にあたる電流が流れるようになり、これによ
って所定映像が表現される。同じく、第２パネルで４．７Vのガンマ電圧が供給される際
、第２パネルの駆動用薄膜トランジスタ(T２)のゲート端子には４．７V+０．３V=５Vの電
圧値が印加される。この際、ELセル(OEL)には５Vの電圧差(VDD-５V)にあたる電流が流れ
るようになり、これにより所定映像が表現される。すなわち、本発明ではしきい電圧補償
部(５０)であらかじめ駆動用薄膜トランジスタ(T２)のしきい電圧値を差し引いた電圧を
供給するので多数のELパネル(４０)のそれぞれで均一な輝度を持つ映像を表示することが
できる。
【００７７】
　一方、しきい電圧補償部(５０)の設置位置は多様に設定することができる。例えば、し
きい電圧補償部(５０)は、図示しないデータTCP(Tape Carrier Package)、またはスキャ
ンTCPのダミー端子を経由してガンマ電圧生成部(４６)と接続することができる。ここで
、データTCPはデータドライバー(４４)をELパネル(４０)に接続するために利用され、ス
キャンTCPはスキャンドライバー(４２)をELパネル(４０)に接続するために利用される。
また、しきい電圧補償部(５０)は、別途の可撓性印刷回路(Flexible Printed Circuit：F
PC)を経由してガンマ電圧生成部(４６)と接続することができる。
【００７８】
　図７は本発明の他の実施例に係るガンマ電圧生成部を示す図面である。実際に、ガンマ
電圧生成部は、R、G、Bセルのそれぞれに対応するR、G、B供給部を具備する。図７ではこ
のようなR、G、B供給部の中からいずれか一つの構成だけを図示することにする。
【００７９】
　図７を参照すると、本発明の他の実施例に係るガンマ電圧生成部の供給部は、供給電圧
源(VDD)と基底電圧源(GND)の間に直列で設置されて供給電圧源(VDD)の電圧値を分圧する
ための第１分圧抵抗及び第２分圧抵抗(Rd１，Rd２)と、第１分圧抵抗及び第２分圧抵抗(R
d１，Rd２)により生成された基準電圧を分圧して互いに異なる明るさのデータに対応する
ようにn個(nは自然数)のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生成するための抵抗対((R１,
R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、...、(R２n-１，R２n))を具備する。
【００８０】
　そして、供給部は、第１分圧抵抗及び第２分圧抵抗(Rd１，Rd２)で生成された基準電圧
からノイズを除去するための第１アンプ(７０)と、それぞれの抵抗対((R１,R２)、(R３,R
４)、(R５,R６)、(R７,R８)、...、(R２n-１，R２n))で生成されたガンマ電圧(Gamma１乃
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至Gamma n)からノイズを除去するための第２アンプ(７２、７４、７６、７８、８０)をさ
らに具備する。
【００８１】
　このような供給部は、n個の抵抗対((R１,R２)、(R３,R４)、(R５,R６)、(R７,R８)、..
.、(R２n-１，R２n))を利用してn個のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を生成して、生成
されたガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)をデータドライバー(４４)に供給する。データド
ライバー(４４)は、外部から入力されたデータを多数のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)
の中からいずれか一つのガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)を利用してアナログデータ信号
に変換して、変換されたアナログデータ信号をデータライン(DL)に供給することでELパネ
ル(４０)で所定の画像が表示されるようにする。
【００８２】
　このような本発明の他の実施例に係るガンマ電圧生成部の供給部は、第１分圧抵抗及び
第２分圧抵抗(Rd１，Rd２)を利用して、それぞれのELパネルの駆動用薄膜トランジスタ(T
２)のしきい電圧値を補償する。このために、第２分圧抵抗(Rd２)は可変抵抗で設置され
る。ここで、第２分圧抵抗(Rd２)の抵抗値は、ELパネルそれぞれに設置される駆動用薄膜
トランジスタ(T２)のしきい電圧値(Vth)を補償するように設定される。
【００８３】
　言いかえれば、作業者は多数のELパネルが完成された後、それぞれのELパネルに接続さ
れる供給部のそれぞれの第２分圧抵抗(Rd２)の抵抗値を調節して、多数のELパネルのそれ
ぞれで同一輝度の映像が表示されるようにする。すなわち、本発明の他の実施例に係るガ
ンマ電圧生成部では、第２分圧抵抗(Rd２)の抵抗値を利用して駆動用薄膜トランジスタ(T
２)のしきい電圧(Vth)を補償し、これにより多数のELパネルで均一な輝度の映像を表示す
ることができる。特に、本発明の他の実施例に係るガンマ電圧生成部では、第２分圧抵抗
(Rd２)の抵抗値だけを利用して多数のガンマ電圧(Gamma１乃至Gamma n)の電圧値を調節す
ることができる長所がある。
【００８４】
　図８は本発明のまた他の実施例に係るガンマ電圧生成部を示す図面である。実際に、ガ
ンマ電圧生成部には、R、G、Bセルのそれぞれに対応するR、G、B供給部を具備する。図８
では、このようなR、G、B供給部の中からいずれか一つの構成だけを図示することにする
。
【００８５】
　図８を参照すると、本発明のまた他の実施例に係るガンマ電圧生成部の供給部は、互い
に異なる明るさのデータに対応されるようにn個(nは自然数)のガンマ電圧(Gamma１乃至Ga
mma n)を生成する。
【００８６】
　このために、供給部は、供給電圧源(VDD)と基底電圧源(GND)の間に直列接続された２個
の固定抵抗(R１、Rn+１)と、n-１個(nは自然数)の可変抵抗(VR２、VR３、VR４、...)を具
備する。固定抵抗(R１、Rn+１)のそれぞれは、供給電圧源(VDD)、または基底電圧源(GND)
に接続される。可変抵抗(VR２、VR３、VR４、...)は固定抵抗(R１、Rn+１)の間に設置さ
れる。このような可変抵抗(VR２、VR３、VR４、...)の抵抗値は駆動用薄膜トランジスタ
のしきい電圧を補償するように設定される。
【００８７】
　言いかえれば、本発明のまた他の実施例では、すべてのELパネルで同一な輝度の映像を
表示することができるように可変抵抗(VR２、VR３、VR２、...)の抵抗値を設定する。こ
こで、本発明の他のまた実施例では、供給部に含まれる可変抵抗(VR)の数及び固定抵抗(R
)の数は多様に決めることができる。例えば、供給部に可変抵抗(VR)だけを設置すること
でガンマ電圧を生成することができる。すなわち、本発明のまた他の実施例では、供給部
に少なくとも一つ以上の可変抵抗(VR)が含まれるように多様な形態で可変抵抗(VR)及び固
定抵抗(R)の配置が決めることができる。
【００８８】



(13) JP 4166677 B2 2008.10.15

10

20

　以上説明した内容を通して、当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様
な変更及び修正が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】通常の有機エレクトロ・ルミネセンス表示装置を概略的に図示した図面。
【図２】図１に図示した画素の詳細構成を図示した図面。
【図３】図１に図示したガンマ電圧生成部の第１例を詳細に示す回路図。
【図４】図１に図示したガンマ電圧生成部の第２例を詳細に示す回路図。
【図５】本発明の実施例に係るエレクトロ・ルミネセンス表示装置を示す図面。
【図６】図５に図示したしきい電圧補償部及びガンマ電圧生成部を詳細に示す回路図。
【図７】本発明の他の実施例に係るガンマ電圧生成部を示す回路図。
【図８】本発明のまた他の実施例に係るガンマ電圧生成部を示す回路図。
【図９】図５に図示した画素の詳細構成を図示した図面。
【符号の説明】
【００９０】
２、４０：EL パネル
２２、４２：スキャンドライバー
２４、４４：データドライバー 
２６、４６：ガンマ電圧生成部
２８、４８：画素
３０：セル駆動部
３１、３２、３３、３４、３５、５２、５４、５６、５８、６０、６２、７０、２、７４
、７６、７８、８０：アンプ
５０：しきい電圧補償部

【図１】

【図２】

【図３】
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马电压产生部分和电源电压源之间，调节电源电压源的电压值，并且阈
值电压补偿单元用于设置阈值电压。 点域5


